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論文内容の要旨
本論文は， Prolog 利用環境の改良に関する研究をまとめたもので， 6 章から構成されている。
第 1 章では， Prolog が主に人工知能システムの研究，開発に用いられるといった事実を考慮して，現
状の Prolog 利用環境における問題点を指摘し本研究の必要'性について述べた。
第 2 章では， Prolog 利用環境を改良する手法として， 1) 人工知能システム作成時のプロトタイピン




を備えた Prolog として，オブジェクト指向の概念を導入した E S P CExtended Self-contained Prolog) 


















(1) プロトタイピングに有用なライブラリを備えた Prolog として E S P (Extended Self-contained 
Prolog) があるO しかし， E S P のライブラリには利用時に制約条件を考慮する必要があるといった
問題が残されているO この問題の解決法としてTM S (Truth Maintenance System) を用いた支援
が有効であることを示している。
(2) Prolog のファクトはデータや宣言的知識の記述に用いられ，大規模化する傾向がある。このため，
大規模ファクト集合の効率的な運用が必要で、あり，既存のデータベースシステムを用いた効率的な運
用手法と， Prolog とデータベースシステムの結合手法を示しているO
(3) 近年の人工知能システムの研究や開発では柔軟な知識や高次推論の利用など，真，偽で表すこと
の困難な情報を扱う必要がある。このような情報を扱うために，新たな記法を導入した Prolog を提
案し，そのインタプリタを開発している O
これらの成果は， Prolog を用いて人工知能システムの研究，開発を行う上で有用であり，情報工学の
発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
